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はじめに 

 

本書は 2022年度長野県経営品質賞への申請と審査に関するガイドブックです。 

 

2022年度日本経営品質賞は、経営品質賞の目指す「顧客価値経営」の指針として活用してい

ただきたく、「2022年度版顧客価値経営ガイドライン」を新たに発行されました同ガイドは

審査項目の理解を深めるための解説が記載されています。 
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本年度は、地政学的な予測不能な変化の中で「顧客価値経営の実践と経営品質の向上」に

向け大幅な革新が行われました。 

新型コロナウイルスの感染拡大は、デジタル革命とカーボンニュートラルを目指すエネル

ギー革命と合わせて、人々の価値観やライフスタイル、働き方の変容をももたらしました、

企業経営においても目の前の顧客や競争関係だけでなく、社会の変化も幅広くとらえていく

ことが求められており、難しい舵取り迫られています。絶えず変化し、先の見えない時代こ

そ、顧客視点から自らの組織のあり様を見直し、自己革新を通じて顧客の求める価値を追求

し続ける顧客価値経営は、有効な経営手法と言えます。 

 

2022年度のフレームワークを「基本理念」や「コンセプト（旧：重視する考え方）」 

「経営の設計図（旧：組織プロフィール）」、「実践領域（旧：カテゴリー）」による構成

に変更されました。 

 

長野県経営品質賞の 2022年度の審査は 2021年度版日本経営品質賞の「申請ガイドブック」

を基準に申請していただき、審査を行います。  

 2023 年度より 2022 年度改訂版による審査へ移行予定を進めて参ります。 

 

本書は、2022年度 長野県経営品質賞への申請のための説明書(ガイドブック)です。 

この説明書(ガイドブック)は、大きく次の内容から構成されています。 

 

1.長野県経営品質賞について 

2.経営品質向上プログラムについて 

3.申請書の記述の手引き 

4.申請応募書の書式 

 

2022年度 長野県経営品質賞への申請に際しては、「2021年度版 日本経営品質賞アセスメ

ント基準書」を必ずご参照ください。 
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■長野県経営品質賞について 

 

１.目指すこと 

(1)経営品質向上プログラムで企業･組織を活性化 

長野県経営品質賞は、新型コロナウイルスの感染拡大、デジタル革命とカーボンニュ

ートラルを目指すエネルギー革命と合わせて、人々の価値観、やライフスタイル、働き

方の変容、世界情勢の変化、地政学的な激変と、企業経営においても、目の前の顧客や

競争関係だけでなく、社会の変化も幅広くとらえ行くことが求められており、難しい舵

取りを迫られております。絶えず変化し、先の見えない時代こそ、経営品質向上プログ

ラムの４つの基本理念である『顧客本位・独自能力・社員重視・社会との調和』を基軸

に、各企業・組織・団体(以下「申請組織」)が活力を高め、継続的な経営革新(イノベー

ション)に取り組み独自主性を発揮し、成長発展を続けるための一助となることを目指し

ています。 

  長野県経営品質賞では、上記の活性化を目指すために、自己革新能力を高め、永続す

る企業組織経営の実現を目的としたＡコースと、経営革新プログラム活用による現状認

識の確認とステップアップのスタート台に立つためのＣコースを設定しています。 

 

(2)受賞企業･組織をベンチマークして経営改革を推進 

本賞を受賞された優良企業の事例(ベストプラクテス)を県内外に広めることにより、

改革を望む申請組織が業種や規模・組織形態といった枠を超え互いに学び合い、お客様

に信頼され、競争力を高めていく好循環が生まれることを期待しています。 

 

(3)申請組織の強み･改善点が明確化 

長野県経営品質賞は、日本経営品質賞の考え方を基に長野県政運営の基本となる「し

あわせ信州創造プラン2.0～学びと自治の力で拓く新時代～」2018～2022年５カ年計画で

求められる「長野県らしさ」を加味して評価します。この賞に挑戦することは、大変革

期に将来を見据えた経営改革を実行するきっかけとなります。 

審査は、日本経営品質賞アセスメント基準及び長野県らしさ評価基準に基づいて行わ

れ、全ての申請組織に組織の強みや改善点を明確にした、詳細な「アセスメント報告書」

をお返しいたします。これは、申請組織の更なる発展への指針としてお役に立つもので

す。時代が大きく変わろうとしている今こそ、長野県経営品質賞への挑戦を通じて、こ

れまでの経営を振り返り、顧客の求める価値を創造し続ける経営革新を進め、「卓越し

た経営」を実現することにより、長野県経済の活性化と地域の発展に寄与していただき

たいと願っています。 

２.長野県経営品質賞の運営組織 

長野県経営品質賞は、次の組織で運営されます。 

(1) 審査員チーム 

審査員チームは、申請組織により提出された申請書にて書類審査と現地審査により、

アセスメント報告書を作成し、表彰組織候補を賞審査会に報告します。 
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(2) 賞審査会 

 経営品質賞の審査員チームによる申請組織の審査結果及びアセスメント報告書の妥

当性を検証し、長野県らしさの評価・報告による審査を行い、申請組織の賞を審議決定

します。 

(3) 事務局 

長野県経営品質賞の運営・審査・審査会に関するすべての事務を担当します。申請応

募組織の窓口となります。 
 

■経営品質向上プログラムとは 

 

経営品質向上プログラムとは、顧客、競争(独自性)、社員、社会のすべてにおいて高い

価値をつくり出すために改革し続ける経営づくりのプログラムです。経営品質向上プログ

ラムは米国「マルコムボルドリッジ国家品質賞(ＭＢ賞)」による自己評価(セルフアセスメ

ント)の考え方を範として、日本において経営改革の実践を通じた研究により創り上げられ

たものです。 

経営品質向上プログラムでは、申請組織が経営の仕組みを自ら評価し変革する自己評価

(セルフアセスメント)を重視しています。 

組織が目指す「理想的な姿」を実現するために、組織の自己革新能力の高さや卓越した

経営への到達レベルを判定し、組織の現在の姿と組織の目指す理想的な姿とのずれやへだ

たり(ギャップ)を明らかにし、次のレベルへのステップアップに向けた強みと課題を明確

にし、段階的な目標を定め改革を実行し、その進捗状況を自ら確認していくことが自己評

価(セルフアセスメント)なのです。セルフアセスメントは「導入している方法や手法」を

評価するものではありません。 

 具体的には、 

「こういう理想的な企業･組織にしたいと思った」 

「しかし現状ではこのようなへだたり(ギャップ)があることがわかった」 

「それを段階的にこのように改革し高めたい」 

「今、この段階まできている」 

「これまでの改革の結果からこのような課題がわかったので、次にはこのように取り 

組んでいく」 

「成果と課題の情報共有をこのようにして学習・共有して、次のステップにむけ改善 

改革を進めていきます」 

このように申請組織が自ら改革していく能力を評価するものです。 

 

■表彰・奨励制度について 

 

１．長野県経営品質賞 

長野県経営品質賞には次の賞があります 

①  長野県知事賞（長野県経営品質大賞） 

継続的なイノベーションに取り組み極めて優秀な仕組みで運営され、模範となる組織 
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② 優秀賞 

組織全体での経営革新活動が展開されており優秀な仕組みで運営されている組織 

③ アルプス賞 

奨励賞の努力の上に長野県らしさにおいて模範となる組織 

④ 奨励賞 

理想の姿と現状のギャップを把握し革新を目指して努力が見られる組織 

 ⑤プログレス賞  （経営デザイン ランクアップ認証） 

  経営デザイン認証の「経営の設計図サマリー」を活用し革新の効果が見え始めた組織 

 ⑥チャレンジ賞  （経営デザイン スタートアップ認証） 

  経営デザイン認証の「これからの経営設計図」を活用し自己革新にチャレンジした組織 

 

２．表彰基準 

日本経営品質賞アセスメント基準書に基づく長野県経営品質賞応募申請書（以下「申請

書」)の総合評点、および長野県らしさ評価基準に基づく長野県らしさ評点で評価します。

いずれの賞も審査員チームの評価をもとに、賞審査会が決定します。該当組織がない場合は、

該当なしとします。なお、日本経営品質賞アセスメント基準書の配点表は、16～17ページを

参照してください。 

① 長野県知事賞（長野県経営品質大賞） 

総合評価が４００点以上で長野県らしさ評価を加えて 

合計点が５００点以上の企業・組織・団体 

② 優秀賞 

総合評価が３００点以上で長野県らしさ評価を加えて 

合計点が４００点以上の企業・組織・団体 

③ アルプス賞 

総合評価が２５０点以上で長野県らしさ評価（５０点以上獲得点）を加えて 

合計点が３５０点以上の企業・組織・団体 

Ｃコース(組織プロフィールのみによる応募)の最高賞 

④ 奨励賞 

総合評価が１５０点以上で長野県らしさ評価を加えて 

合計点が２５０点以上の企業・組織・団体。 

 

⑤プログレス賞  （経営デザイン ランクアップ認証）  

Ｃコースで、総合評価が１５０点以上の企業・組織・団体 

経営デザイン認証の「経営の設計図サマリー」を活用し革新の効果が見え始めた組織 

 ⑥チャレンジ賞   （経営デザイン スタートアップ認証） 

総合評価が１５０点に満たない企業・組織・団体 

経営デザイン認証の「これからの経営設計図」を活用し自己革新にチャレンジした組織 

３．情報・知識の共有化 

長野県知事賞（長野県経営品質大賞）・優秀賞・アルプス賞の受賞組織には、次のような

場において企業秘密に属さない情報提供のご協力をお願いいたします。 

(1)長野県経営品質協議会主催の受賞報告会での活動内容の報告と情報提供 
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(2)上記報告会において受賞後２年間の活動内容の報告と情報提供 

(3)長野県経営品質協議会主催の研修会及び協議会が支援する研究会、セミナー等での講

演活動 

(4)企業・組織・団体のベンチマーキング(訪問、見学)の受け入れ 

なお、奨励賞に対しても、(1)(3)をお願いする場合があります。 

 

４．広報・広告への活用 

受賞組織として積極的な広報・広告活動は、自社のPRはもちろん、長野県経営品質賞の普

及や推進につながります。是非とも会社･組織案内やマスメディアヘの広報･広告活動をお願

いいたします。 

 

５．ロゴマークの活用 

受賞組織は、広報・広告・名刺・カタログ等に経営品質協議会のロゴマークを使用するこ

とができる 

 

６．活動・運営へのご協力 

受賞組織に対しては今後の長野県経営品質賞の発展のために、長野県経営品質協議会の活

動・運営へのご協力をお願いします。 
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■審査基準と審査日程 

１．審査の基準 

「2021年度版日本経営品質賞アセスメント基準書」及び「2022年度版長野県らしさ評価基

準表」に基づきます。 

２．長野県経営品質賞審査手順 

      <申請組織>           <長野県経営品質協議会> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.経営デザイン認証審査手順 

 ①日本経営品質協議会又は長野県経営品質協議会開催する「経営デザイン研修」～組織の

ありたい姿を経営の設計図にする～を受講してください  

長野県経営品質協議会は2022年8月中旬から開講予定 

 

② 経営デザインスタートアップ・ランクアップの申請応募書提出 

2022年 9月16日 

①申請組織から申請応募書 

(資格確認書)の提出 

【2022年 7月 29日】 

長野県経営品質賞の募集の発表 

【2022年 7月 5日】 

②申請組織から申請書等の提出 

【2022年 10月 24 日】 

申請応募の資格確認、資格可否の返

答通知     【2021年 8月 3日】 

          

 

④審査員チームの申請組織に対

する現地審査、合議審査 

【2022年 11月下旬】 

 

審査員チームへ審査の依頼 

③審査員チームによる書類審査 

「戦略分析シート」又は「総合的な

審査計画書」 

【2022年 11月初旬～11月下旬】 

⑦長野県経営品質推進フォーラ

ム 

 受賞組織表彰式・報告会 

【2023年 2月上旬】 

⑤賞審査会の開催 

審査員チームリーダーから賞審査

会に報告・審議 

【2022年 12月中旬】 

⑥審査員チームから申請組織に

対しフィードバック報告会の開

催 

【2023年 1月下旬】 
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③ 経営デザイン申請応募確認 資格可否判定報告 

2022年 9月22日 

④ 経営デザイン申請書提出 

2022年 10月24日 

  

⑤ 現地審査会      2022年11月末 

⑥  賞審査会       本賞と同日開催 

⑦ フィーバック報告会  2023年1月 

⑧ 表彰式・報告会    本賞と同日開催  

 

4．長野県経営品質賞の審査手続き 

長野県経営品質賞の審査は、①申請組織の申請応募書(資格確認書)の提出、②申請組織

の申請書(記述書)の提出、③審査員による書類審査、④審査チームによる現地審査・合議

審査、⑤賞審査会による長野県らしさの評価及び表彰組織の決定の順に厳格に行われます。 
 

① 申請応募書(資格確認書)の提出 【2022年7月29日】 

申請応募組織は、別紙の「申請応募書(資格確認書)」【書式１】を7月29日までに長野

県経営品質協議会事務局に、郵送、E-mail 等で送付してください。１週間以内に資格確

認の結果をご連絡申し上げます。 
 

②  申請書等の提出 【2022年10月24日】 

「申請書」「会社案内」「直近２年間の決算書(Ｃコース不要)」及び「長野県らしさ

報告書(Ｃコース任意)」を10月24日までに長野県経営品質協議会事務局にご提出下さい。 

部数は「申請書」「会社案内」「直近２年間の決算書」が10部、「長野県らしさ報告

書」が15部です。上記書類は電子データでも受理いたします。 
 

③  書類審査 【2022年11月初旬～11月下旬】 

・申請組織から提出された「申請書」を、長野県経営品質協議会が任命した審査員が個々

に書類審査を行います。 

・申請組織の事業環境を適切に理解するために申請組織の担当者から事前説明を受ける

場合があります。 

・審査チームのリーダーは、審査員の審査意見などを参考に現地審査で確認したい項目

を２週間前に現地審査確認項目として予め申請組織に提出します。 
 

④  現地審査・合議審査 【2022年11月下旬】 

現地審査は、審査チームが1～1.5 日間の日程で行います。現地審査の目的は、申請書

だけでは必ずしも明らかではない点を明確にし、申請書に記述されている事項を確認し

ます。申請組織に赴き､説明・質疑応答を行います。合議審査は現地審査後の1日～2日、

原則として申請組織内か現地近くで行います。合議審査の目的は、審査員が分担してま

とめた審査意見を整理、最終確認することと、現地審査で経営幹部の方から聴取した内

容を加味して再度整理するためです。現地審査と合議審査の結果をもとに、審査チーム
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はアセスメント報告書を作成します。 

Ａコースは合議審査１日→現地審査１日→合議審査１日の計３日で行います。 

Ｃコースは現地審査半日→合議審査半日の計１日で行います。 
 

⑤  賞審査会 【2022年12月中旬】 

審査チームリーダーより総合評点の報告を受け、審査のレベル合わせをします。長野

県らしさを評価し、評点を決定します。そして総合評点･長野県らしさ評点をもとに申請

組織の賞を決定します。 
 

⑥  フィードバック報告会【2023年1月下旬】 

申請企業に対し、審査結果の報告会を行います。 
 

⑦ 長野県経営品質推進フォーラム 【2023年2月上旬】 

受賞組織表彰式・報告会を行います。 

 

■申請について 

 

１．資格 

長野県に所在する企業･組織・団体であれば、賞に応募することができます。ただし、

下記の資格制限があります。 

 

２．資格制限 

(1)設立３年未満の企業あるいは企業内組織(子会社を含む) 

申請時点で設立３年未満の企業あるいは企業内組織（子会社を含む）は応募することが

できません。ただし企業内組織において、名称の変更や事業領域の拡大に伴う統廃合の結

果として設立３年未満であっても、これまで進めてきた事業に基づいて記述できる場合に

はこの限りではありません。 

(2)日本経営品質賞受賞企業 

過去５年間に、日本経営品質賞を受賞している企業や事業部門は、長野県経営品質賞に

応募することは出来ません。 

(3)多重申請 

原則として、企業内組織(子会社を含む)同士、あるいは企業内組織とその親会社自身が

両方そろって、それぞれに同年度に応募することは出来ません。これは同一組織の多重申

請とみなされるからです。しかしながら、企業内組織(子会社を含む)同士であっても経営

の実態が異なる場合は、応募出来る場合もありますので、長野県経営品質協議会事務局に

ご相談ください。 
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(4)県知事賞（大賞）受賞企業 

長野県知事賞（長野県経営品質大賞）受賞組織は、３年間は応募することはできません。

これは多くの企業に門戸を開くためです。 

資格制限について不明な場合には、長野県経営品質協議会事務局までお問い合わせくだ

さい。 

 

３．提出書類と費用 

本賞を申請するにあたり下記の書類提出と費用のご負担をお願いします。 

(1)提出書類と形式 

Ａコース 申請書、会社案内、直近２年間の決算書、長野県らしさ報告書 

多くの企業が長野県経営品質賞に応募できるよう、組織の成熟度に応じた記述量とし、

合わせて受審費用の低減を図ります。 

Ｃコース 申請書(組織プロフィールと組織プロフィールを補完するＣコース報告書)、

会社案内。長野県らしさ報告書です。 

 

① 提出資料の種類 以下の資料を提出してください 

1. 申請書（経営品質報告書） 

2. 経営方針4の示された抜粋資料（経営計画書・中期経営計画書など） 

3. 基本的財務指数に関する情報「損益計算書」「貸借対照表」「キャアッシュフ 

4. ロー計算書」（それぞれ3期分） 

申請書（経営品質報告書）及び「長野県らしさ報告書」は電子データーファイル形式（文

字選択可能なPDF形式、もしくはMicrosoft Word形式）で事務局に提出してください。 

申請書を含む提出資料は、事務局にてプリントアウト、複写、電子化データー（スキャ

ニング処理）などを行い、審査員や賞審査会に提供します、審査終了後は、事務局で保

存する以外、すべて処分します。 

●Ａコース 

長野県知事賞を目指す場合はＡコースでの申請となります。審査後にフィードバック報告

会を実施します。 

●Ｃコース 

申請書は組織プロフィールと組織プロフィールを補完するＣコース報告書(２ページ以

内)の２種類です。 

現地確認・合議審査を必須とします。午前中に現地で聞き取りを行い、午後その結果をふ

まえて合議します。フィードバック報告会を実施します 

●経営デザインコース  Ａ3判フォーマットおよびランクアップの記述書は指定フォーマ

ットを提供します。 
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●審査基本料・書類審査料 

申請書の提出を受けた時点でご請求させていただきます。 

●現地審査・合議審査・賞審査会・フィードバック報告会費用 

審査員チームの宿泊費･交通費･食事費･日当などの実費を申し受けます(日数、場所等で異

なります)。 

※宿泊費は現地に近いホテルに宿泊した際の審査チーム・事務局(審査事務局)人数分の金

額(税・サービス料を含む)をいいます。 

※交通費は原則として審査員の自宅を基点とし、現地までの最短時間、最低費用の公共交

通機関を利用した際の金額とします。なお、やむを得ず遠距離の審査員がチームメンバ

ーに加入する際には、事前にご相談します。 

※食費は、審査期間(前泊も含む)の朝・昼・夕食を含みます。 

※日当は、審査員、事務局１人当たり15,000 円(税別)を、審査日数分申し受けます。 

※実費については、事業終了都度、明細を添付してご請求させていただきます。 

※フィードバック報告会は、原則半日とし、審査チームがアセスメント報告書の内容を報

告します。その際にも日当・交通費をお願いします。 

項  目 Ａ コース Ｃ コース 経営デザイン 

ランクアップ 

経営デザイン 

スタートアップ 

申請書記述量（頁数） 

全体 

組織プロフィール 

 

４０～５０ 

９～１０ 

 

８～１２ 

７～１０ 

 

A3判1枚 

10枚以内 

 

A3判1枚 

長野県らしさ報告書 必須 必須 不要 不要 

審査員数 ３人 ２人 ２人 ２人 

現地審査・合議審査 ３日間 

(1, 3日目合議) 

(２日目現地審査) 

１日 

(午前現地確認) 

(午後合議) 

半日 半日 

最高賞 長野県知事賞 アルプス賞 認証 認証 

審査基本料 ５万円 ５万円 ２万円 ２万円 

書類審査料 

会員 

非会員 

 

３０万円 

５０万円 

 

１５万円 

２５万円 

 

8万 

12万 

 

6万 

10万 

現地審査・合議審

査費用 

実費 実費 実費 実費 

賞審査会費用 実費 実費 実費 実費 

フィードバック報

告会費 

実費 実費 実費 実費 

申請書記述出前講

座(任意) 

申請組織の希望により申請書記述のための出前講座を開催します。

講師謝金・旅費をご負担ください。会場は申請組織がご用意くださ

い。開催回数は申請組織とご相談の上決定します。詳細は事務局ま

でご相談ください。 
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■審査について 

 

審査は、事務局が審査員チームを編成して行います。審査員チームのリーダーは、審査

に精通した経験豊かな専門家を長野県経営品質協議会が選定します。メンバーは、産業界、

学識経験者を中心に、日本経営品質賞のアセスメント基準に精通する専門家を選定します。

リーダー、メンバーとも申請組織と利害関係がなく、これまでのビジネス経験、専門領域

の深さ、協調性、社会人としての円満な常識などを考慮します。 

審査員の資格は､Ａコースの場合は日本経営品質賞委員会主催の審査員養成コース修了

者、経営品質協議会認定セルフアセッサーまたは同等の知見を有する者、Ｃコースの場合

は長野県経営品質協議会推進員も資格を有します。 

審査員の任期は１年です。 

 

１．審査員役割 

長野県経営品質賞の審査員は、以下のルールに従って行動します。 

◆審査における審査員としての役割を認識し理解した行動をとること 

◆倫理基準、機密原則を厳守すること 

２．審査員の倫理基準と機密原則   

長野県経営品質賞の審査員は、以下の「論理基準・機密原則」を遵守し、長野県経営品質

賞審査員として、申請企業の「経営品質」の価値を高めていくことを最優先に、長野県経営

品質協議会（以下「協議会」と表記）会則第２条の趣旨である元気な企業の創出と地域社会

の発展に役立つ姿勢で審査することを誓います。 

◆現在勤務している企業、事業部門等の主な競争相手の審査を担当しません。 

◆定められた審査期間中、特に現地審査、合議審査において審査の日程を最優先に活動し

ます。 

◆申請書の準備段階で申請組織の相談にのるなど、申請組織と特別な関係がある場合には、

その組織の審査に影響を与えるような言動は一切行いません。 

◆申請組織の審査過程において、審査の目的を逸脱して、日頃より個人的に抱いている疑

問、関心事を詮索し、またそのように見られるような言動を一切行いません。 

◆審査に関して申請組織に質問がある場合には、直接申請組織に問い合わせするのではな

く、必ずチームリーダー及び長野県経営品質協議会事務局（以下「事務局」と表記）を

通じて連絡を取ります。 

◆期間中または審査終了後に申請組織から支援要請や相談を受けた場合は速やかに事務

局に連絡し、事務局の指示を仰ぐと同時に審査と支援を明確に分離します。更に、審査

中は自発的な営業行為はせず、審査終了後 3 年間、事務局の斡旋なしに申請企業と直接

コンサルティング契約を結ばない 

◆審査を通じて得た機密情報と引き替えに、申請組織に関心を持つ企業へのコンサルティ

ング、研修を実施致しません。 

◆審査を担当した申請組織名や審査を通じて知り得た機密情報については、一切他人に漏

らしません。 
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◆申請組織が提出した「申請書」「資料」はコピーや回覧等はしません。審査終了後は速

やかに事務局に返却します。 

◆ブログやフェイスブック等のソーシャルメディアに、審査に関する一切の情報を掲載い

たしません。 

◆上記に反した行動をとった場合、直ちに審査員任命を返上し、協議会の指示に従います。 

 

３．審査結果に対する継続追加個別審査ルール 

（１）趣 旨 

 長野県経営品質賞Ａコースの知事賞を目指す中で、経営を革新し、元気な組織になってい

ただく上で、同賞の申請から受賞まで、審査を継続することにより、経営品質活動の連続

した流れの中で、伴走型支援を受けながら、短期間で受賞に到達してもらいたい。 

（２）対 象  

「長野県経営品質賞Ａコース申請組織であり、且つ、審査評点３５０点以上の申請組織で、 

 審査の継続を希望する組織」 

  長野県経営品質賞Ａコースを申請した組織が一連の審査を行い、審査会で審査評点及び

長野県らしさの評点が一旦決定します。その審査評点が３５０点以上であり、１年後の

再審査で、県知事賞に届く可能性のある申請組織を対象とします。 

（３）スキーム 

① 審査結果の報告 

一連の審査及び審査会が終了し、審査結果の報告を受ける。 

併せて、継続追加個別審査ルールの概要説明を受ける。 

② フィードバック会議 

振返りと是正対応、評価の説明を受ける。 

事務局より継続追加個別審査ルールの説明を行う。 

審査員は、継続追加個別審査の項目（３項目程度）について説明する。 

これにより 申請企業は「継続追加個別審査」の意志を決定する。 

（申請企業のフィードバック会議に従った是正活動と実績、伴走型支援） 

③ 継続追加個別審査申請書類の提出 

申請企業は１０月末までに、フィードバック会議で提案された継続追加個別審査項目 

に関する申請書類を提出する。（トータルページ：１０ページ程度以内に） 

   （審査員による審査） 

④ 審査会 

１２月開催の審査会において、追加個別審査による審査評点を決定する。 

前年の審査会評点に今回の追加審査個別審査評点により加点措置を行い、前年の長野 

県らしさの評点を合わせて、賞を決定する。 

⑤ 翌年２月での長野県経営品質フォーラムでの表彰と受賞組織報告 

 

●継続追加個別審査ルールの条件 

審査員の了解の下、行います。 

継続追加個別審査に関する費用は、申請組織の実費負担とします。 
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■「申請応募書(資格確認書)」の記述要領 

 

「申請応募書(資格確認書)」は申請組織を審査するにあたり、応募の資格があるかど

うかを確認するものです。「申請応募書(資格確認書)」【書式１】を2022年7月29日まで

に、長野県経営品質協議会事務局宛に郵送、E-mailにてご提出ください。直接ご持参い

ただいても結構です。１週間以内に資格確認の結果をご連絡申し上げます。 

 

＜長野県経営品質協議会事務局＞ 

〒380-0936 長野市中御所岡田131-10 長野県中小企業会館4Ｆ 

長野県中小企業団体中央会内 

ＴＥＬ ０２６－２２８－１１７１ 

ＦＡＸ ０２６－２２８－１１８４ 

Ｅ－ｍａｉｌ e-keiei@alps.or.jp 

 

＜各項目別の記述説明＞ 

「申請応募書(資格確認書)」は、申請組織の代表者による意思表示の確認と、申請組織

を審査する際に申請の資格があるかどうかを事務局によって確認するためのものです。申

請組織代表者自らが記述する部分と申請組織の状況を表す部分があります。 

※【書式１】は、長野県経営品質協議会のホームページからダウンロードできます。 

http://www.alps.or.jp/e-keiei/ 

 

１．申請応募について 

第１項 申請組織名 

正式名称､所在地、ホームページアドレスを記述してください。 

 

第２項 過去の申請実績 

これまで、日本経営品質賞、長野県経営品質賞に申請された場合は、その内容をお書き

ください。 

 

２．資格について 

第３項 組織の代表者 

(1)代表者の氏名、役職、住所、電話番号、FAX,メールアドレスを記述してください 

(2)代表者として、申請組織が目指している方向を示してください。 

(3)代表者として、今回の応募理由を簡潔に記述してください。 
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第４項 申請組織の事業特性 

(1)2021年度「資格確認書」提出時の社員数（パート、契約社員含む）、社員の国内比率、

提供する製品・サービスに携わる部門の全事業所、販売拠点、その他の事業所の数を

示してください。 

(2)直近の会計年度上の売上高、経常利益を記述してください 

(3)申請組織の事業を理解するために 

①経営の特徴 

②生産する製品、または提供する商品・サービスの特徴 

③社員教育の特徴、を記述してください。 

※申請組織の最新の会社・組織案内を資料として１部ご送付ください。 

 

第５項 自己評価（セルフアセスメント）に関する事項 

(1)セルフアセスメントに取り組むようになった背景を簡単に示してください 

(2)セルフアセスメントをどの様に実践し、どの様な効果が出ていると感じますか 

(3)外部機関の支援サービスを受けている場合にはその内容を示してください 

 

第６項 協力会社(ビジネスパートナー)と販売・サービス網 

(1)取引のある協力会社(ビジネスパートナー)の数と形態を記述してください。 

(2)外部組織に製造・販売・サービス等を委託している場合その数と形態を記述してくだ 

さい。 

 

第７項 事業所一覧と生産する製品、または提供する商品・サービスの説明 

(1)海外事業拠点を含めて、事業拠点と住所を記述してください。 

(2)各事業拠点の社員比率を記述してください。 

(3)各事業拠点の生産品の全売上に対する概算比率を示してください。 

(4)各事業拠点が生産する製品、または提供する商品・サービスの概要を記述してくださ

い。 

 

３．資格制限について 

第８項 企業内組織(子会社を含む)での申請 

申請組織が企業内組織(子会杜を含む)の場合、(1)～(3)まですべて回答してください。企

業内組織(子会杜を含む)でない場合は、第９項へ進んでください。 

(1)申請組織は、３年以上存在していますか。３年未満であれば、簡単に経緯を説明して

ください。 

(2)本社や親会社など組織全体の名称、住所、最高責任者名と役職を記述してください。

また、本社や親会社傘下の子会社を含めた全世界の社員(組織員)数、直近の会計年度上

の売上高などの組織の規模のわかる数値を記述してください。その際に共同企業体(ジ

ョイントベンチャー企業)は含めません。 

 

(3)業務補助(ビジネス･サポート)専門事業部かどうかを､該当欄にチェックしてください。 
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※親会杜と申請しようとする子会杜の関係が示された年次報告書などの簡単な書類を資

料として最後に添付してください。更に組織図と本社や親会社との経営関係を簡潔に示

してください。 

 

４．業界理解のために 

第９項 業界を理解するための推薦図書 

審査を的確に行うために申請組織を取り巻く環境や業界を理解するための推薦図書や論

文等を２点までご紹介ください。書名、著者名、出版社、発行年月日、値段を記述してく

ださい。 

 

５．問い合せ先 

第10項 申請応募書(資格確認書)の内容に関する問い合わせ先 

申請応募書(資格確認書)の内容に関する問い合わせ先の氏名、所属、役職、住所、電話番

号、ＦＡＸ番号、E-mail アドレスを記述してください。 

 

■「申請書」の記述要項 

 

2022年度の申請書を作成するにあたって、書き方、印刷、ページ数、構成や編成、その他

事項について説明します。 

１．形式 

①Ａ４判 

②書類が審査の途中で散逸しないようにしっかりと綴じてください。大型バインダーや

それに類する堅いカバーは、審査の際に取り扱いにくいため、このような形式をとらな

いでください。 

③ 表紙を必ずつけてください。なお、表紙には、「2022年度長野県経営品質賞申請書」

のタイトルおよび、事務局よりお伝えするコード番号(例：Ａ22－○○)のみを表示

し、表紙、背表紙には申請企業名などを表す文字は入れないでください。 

④記述は、横書きで片面(申請書を開いて見開きの状態で向かって左側)のページにのみ

お願いします。向かって右側のページは審査員が書き込みなどを行う余白(スペース)と

して白紙にしてください。 

 

 

 

 

２．ページ数と構成 

①Ａコース ４０～５０ページ(組織プロフィール：９～１０ページ) 

②Ｃコース  ９～１２ページ(組織プロフィール：７～１０ページ) 

③以下の構成・順番で１冊にまとめてください。 

１) 表紙＊ 
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２) 申請応募書(資格確認書) 【書式１】＊ 

３) 目次 ＊ 

４) 用語集(専門用語や呼称・略語の解説)＊ 

５) 組織図(企業内部門間の関係を審査員が理解できるようなもの)＊ 

６) 組織プロフィールの記述 

７) Ａコース サブカテゴリーごとの記述 

８) Ｃコース Ｃコース報告書(組織プロフィールを補完するもので、a)理想的な姿実現

９) への進捗状況、b)課題解決の施策とその進捗状況を２ページ以内で記述) 

なお、＊のついたものは、総ページ数に含みません。 

⑤必要に応じて、仕切りページを挿入してください。(ページ数には含みません) 

⑥ページ数として数えないものを除いて、通しページの番号を打ってください。 

⑦ページ(見開き向かって左側のページ)の総行数は50行以内です。 

⑧フォントの大きさは11ポイント、明朝体を標準とします。 

⑨イラスト、図表、図表番号、付録を含めサブカテゴリーごと(1.1～8.1)に記述してくだ

さい。 

⑩表、イラストは、周囲の文章などから１センチメートル程度あけてください。 

⑪ページのヘッダー・フッターなどに申請組織名や申請組織のロゴマークは表示しないで

ください。 

 

３．審査終了後の申請書の取扱い 

提出された申請書、長野県らしさ報告書は、審査終了後、審査員全員からの返却を確

認し、事務局で１冊保存する以外、責任を持って全て破棄させていただきます。 
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2021年度版 カテゴリー・サブカテゴリー一覧 

 

組織プロフィール 
 

＜カテゴリー・サブカテゴリー＞                    配点 

カテゴリー１．リーダーシップ                    １００ 

1.1 リーダーシップ・プロセス              (１００) 
 

カテゴリー２．社会的責任                       ５０ 

2.1 社会的責任に関する取り組み              (５０) 
 

カテゴリー３．戦略計画                         ５０ 

3.1 戦略の策定プロセス                 (３０) 

3.2 戦略の展開プロセス                    (２０) 
 

カテゴリー４．組織能力                       １００ 

4.1 組織の能力向上                   (６０) 

4.2 個人の能力向上                   (４０) 
 

カテゴリー５．顧客・市場の理解                    １００ 

5.1 顧客・市場理解のプロセス             (５０) 

5.2 顧客の声への対応                  (５０) 
 

カテゴリー６．価値創造プロセス                    １００ 

6.1 主要な価値創造プロセス               (７０) 

6.2 支援プロセス                     (３０) 
 

カテゴリー７．活動結果                        ４５０ 

7.1 リーダーシップと社会的責任の結果           (７０) 

7.2 組織能力の結果                   (８０) 

7.3 顧客・市場への価値創造プロセスの結果       (１００) 

7.4 事業成果                     (２００) 
 

カテゴリー８．振り返りと学習                      ５０ 

8.1 振り返りと学習のプロセス              (５０) 
 

合 計                             １０００ 
 

以上のカテゴリー、サブカテゴリー項目、配点は、2021年度版日本経営品質賞アセスメント

基準書と同じです。 

Ａコースは上記により配点し、合計1,000点となります。 
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Ｃコースは「組織プロフィール」と「現地審査」。組織プロフィールの記述項目 

  1.理想的な姿                    ５０ 

   ２．現状認識と環境変化                ８０ 

     （1）商品・サービス           （２０） 

     （2）顧客市場              （２０） 

     （3）競争関係              （２０） 

     （4）経営資源              （２０） 

   ３．変略のための戦略課題             ５０ 

   ４．組織情報                   ２０ 

   ５．財務の結果                 １００ 

     合計                    ３００ 

  の３００点満点とします 

 

■申請書 記述の手引き 

 

申請書の作成にあたっては、以下の事項に留意して記述してください。 

１．記述の原則 

(1)基準書に沿って、分かりやすく正確に記述してください 

審査員は「2021年度日本経営品質賞アセスメント基準書」に基づいて貴組織の理解を深

めていきます。したがって申請書は、組織プロフィール、各サブカテゴリーの項目を十分

に理解した上で記述してください。 

また申請書は、組織の理想的な姿の実現にむけた経営の考え方と、経営革新の実践活動

と成果を正確に伝わるよう、できるだけわかりやすく記述することが大事です。わかりや

すい記述のためには、情報が整理されていること、取り組みの目的・方法・成果が具体的

であること、専門外の第三者でも理解できる用語づかいなどに留意してください。 

 

(2)価値づくりに重要な活動に焦点を当てて記述して下さい 

組織プロフィールは10ページ以内、サブカテゴリーごとの記述（1.1～8.1）は40ページ

以内で記述してください。 

限られたページ数で、貴組織の経営革新のための考え方や取り組み内容を審査員に理解

させる必要があります。そのためには、様々な経営活動の全てを羅列的に（浅く広く）記

述するのではなく、独自の顧客価値を創り出す上で、最も重要な経営活動に焦点を絞って

記述することが肝要です。記述にあたっては書式要項を守って、文章や図表を詰め込みす

ぎないように注意してください。用語集や組織図、経営計画書や財務資料などのページ数

規定の除外項目を活用する工夫をしてください。 

 

(3)記述を通した時間軸の整合性に留意してください 

貴組織の経営革新の取り組みの経緯を、時間軸に沿ってわかるように記述してください。 
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審査では、貴組織の現在の成熟度レベルと、今後に向けて伸ばしていただきたい強みや

改善が求められる課題を明らかにします。そのためには、どのような活動を行い、どんな

成果を生み出してきたのか、今後の課題をどのように捉えているかを、明確な情報として

記述していただく必要があります。申請書の記述が過去・現在・将来の関係を明確に書き

分けていないと、正しい審査を妨げる恐れがあります。 

なお、時間軸に関しては、その留意点を２．以降にも記述していますので、ご確認くだ

さい。 

２．組織プロフィールの記述について 

組織プロフィールの記述内容自体は審査の対象ではありません。しかし、これが曖昧だ

と申請組織の重要な取り組みを的確に評価できません。 

「理想的な姿」には、遠い未来の抽象的な“理想”よりも、現実的な将来に“こうなり

たい”という理想像（目標）を記述します。達成時期や目標値が明確であれば、それも必

ず記述してください。 

「商品・サービス」には、顧客に提供している商品またはサービスの内容とともに、顧

客・市場に提供している価値および価値の提供方法も記述して下さい。さらに、それらを

どのような仕組みで収益に転換しているのかを、わかりやすく記述してください。 

「顧客・市場」「競争関係」「経営資源」には、現状と将来の課題を具体的に記述しま

す。顧客価値を生み出し、競争力を高めるうえで重要なことに焦点化して記述します。 

「変革のための戦略課題」には、理想的な姿を実現する上で重点的に取り組む戦略課題

を、達成目標と達成時期も含めて記述してください。 

「組織情報」には、事業拠点の所在地や事業展開の範囲、事業所別・職種別の社員数、

事業セグメントや顧客セグメント別の売上高等について詳細情報を掲載してください。こ

れらの情報は、審査員が書類審査段階で申請組織を正しくイメージするために重要な情報

です。 

(1)組織プロフィールを記述する目的 

組織プロフィールは、１.組織が目指す「理想的な姿」、２．現状認識と環境変化（1）

商品・サービス、(2)顧客・市場、(3)競争関係、(4)経営資源、３．変革のための戦略課

題、４．組織情報という７項目から構成されています。 

この組織プロフィールを記述する目的は、記述を通じて自組織の経営について振り返

ることにあります。「何を目的に」経営を行うのかを自らに問いかけ、そこから組織の

理想的な姿を明らかにし、それに照らして自組織の現状を振り返り、これまで行ってき

た事実と、本来こうありたいと考える姿とのずれ、へだたり(ギャップ)を自覚すること

で、現在及び将来に向けて経営課題、経営目標を発見することができるのです。 

(2)理想的な姿を実現するために焦点と根拠を重視して記述してください 

申請書の審査項目の方法／展開に述べられる各種の活動は、すべて理想的な姿の実現に

むけて行われているはずです。目的に合った方法／展開が行われる状態となっているかど

うかは、組織プロフィールにおいてどのように考えてきたかと改革テーマに照らして考え

なければなりません。従ってまず、「顧客本位」「独自能力」「社員重視」「社会との調

和」を追求し、高い価値を創る上で何を中心に考えるかを明らかにしなければなりません。

この何を中心に考えるかを明らかにする根拠と考え方が組織プロフィールに述べられて
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いることが必要です。 

(3)組織プロフィールは審査の基軸を決める重要な情報です 

組織プロフィールは、申請組織にとって経営改革のテーマを見出す上で重要な一連の考

え方(プロセス)であるとともに、審査員という第三者が審査の基軸を決める重要な情報で

す。組織プロフィールは申請組織が提供する価値やその価値を生み出す上で大きな影響を

与えるビジネスの環境など、審査員が審査を行うにあたって重要な情報を示します。Ａコ

ースの場合、組織プロフィールは審査の対象ではありませんが、この記述が曖昧であると、

審査員は申請組織の重要な取り組みを正しく審査できなくなる可能性が生じます。 

(4)記述範囲の関連に留意してください 

組織プロフィールの各項目は、切り離された項目ではなく、図－１に示すような構造

を持っています。 

 

  １．理想的な姿 

２．現状認識と環境変化 

（1）商品・サービス  (2)顧客・市場  (3)競争関係  (4)経営資源 

３．変革のための戦略課題 

４．組織情報 

 

 

図－１：組織プロフィール構造図 

 

３．方法のカテゴリーの記述について 

(1) 理想的な姿、変革のための戦略課題との関係を考慮して記述してください 

方法のサブカテゴリー（1.1～6.2）の記述では、対象プロセスについて、組織プロフィ

ールに示された理想的な姿の実現、変革のための戦略課題の解決に向けた基本的な考え方

を明示した上で、その考え方に基づく活動に焦点を絞って記述してください。審査では、

組織プロフィールは、左図のような

４つの項目から構成されています。

まず「組織が目指す『理想的な姿』」

を明確にした上で、商品・サービス、

顧客・市場、競争関係、経営資源に

ついて現状と過去からの自組織の

環境変化（事業を継続してきたうえ

での自社の改革・革新）を認識し、

将来に向けて自組織を取り巻く環

境変化を予測し、理想的な姿を実現

するための変革認識とそれを具現

化する戦略課題・経営目標を導きま

す。 
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各サブカテゴリーに記述された具体的な取り組みによって変革のための戦略課題が解

決・達成され、ひいては組織が目指す「理想的な姿」が実現されるのか、という観点で審

査を行います。 

 

図－２：組織プロフィールと審査項目(カテゴリー)の関係 

 

(2) 目的や背景を明確に示し、方法と活動の実態を簡潔に記述してください 

具体的な取り組みの記述は、「○○のために△△が□□の取り組みを行っている。」と

いった形式で、目的、主体、方法を明確に記述してください。また、その取り組みを行う

に至った背景や経緯も簡潔に記述してください。 

具体的な取り組みの目的は具体的なねらいを示してください。変革のための戦略課題な

ど上位目的をそのまま引用すると抽象的な目的と判断される恐れがあります。 

また、必要に応じて活動を行っている部門の範囲、部門間の連携状況についても明確に

記述することで、取り組みの実態について誤解のない審査につながります。 

活動実態を表現するために、事例を用いることは可能ですが、事例だけで活動を説明し

ようとすると、体系的な活動になっているのかどうかが判断しにくくなる恐れがあります。 

複数の活動が重要な関連性を持って行われている場合は、関連付けるための方法や期待

している相互効果についても記述で明らかにしてください。 

(3) カテゴリー、サブカテゴリーの構造を理解して記述してください 

方法のカテゴリー（１～６）は、サブカテゴリー（1.1～6.2）と達成目標から構成され

ています（ただし、カテゴリー３には達成目標はありません）。サブカテゴリーは、(1)・

(2)の項目で構成されています。 

(1)では、組織が目指す理想的な姿、変革のための戦略課題など、上位目的の実現に向

けた対象サブカテゴリーの基本的な考え方を記述します。 

(2)では、(1)の基本的な考え方にもとづいて、理想的な姿の実現のために取り組んでい

る具体的な取り組みを記述します。また、それらの取り組みを開始してからの経緯、各部

門の展開状況、連携状況についても明確にしてください。 
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達成目標では、対象カテゴリーのサブカテゴリー(2)で示した具体的な取り組みの達成

状況を確認する指標と目標値を記述します。定量的な指標・目標値だけでなく、定性的な

目標で表現することも可能です。同時に目標設定の考え方も明確にしてください。 

(4) 参照先サブカテゴリーを記述してください 

実際の経営はカテゴリー、サブカテゴリーごとに分けて行われているわけではないので、

具体的な取り組みや達成目標を記述していくと、異なるサブカテゴリー間で記述内容に関

連性が現れてきます。ひとつの活動が複数のサブカテゴリーの目的に重なる場合や、複数

の関連し合う活動がひとつの成果を生み出しているといった場合です。記述を相互に関連

づける必要がある場合には、その相互関係を明示し、それらの記述を相互に参照できるよ

うにしてください。相互参照する場合はサブカテゴリーや項目を示す番号を用いて参照先

を明示してください（例「3.1（1）①を参照」）。 

 

４．結果のカテゴリーの記述について 

結果のカテゴリーにおいては、社員満足・顧客満足等、結果の推移や数値を重視するだけ

でなく、その施策がどうゆう背景で生まれ何を革新に結び付けたいのか理想姿実現に向けた

プロセス革新対応も評価します 

(1) サブカテゴリーの構造と意味を理解して記述してください 

結果のカテゴリー（７）は、プロセスの結果（7.1～7.3）と、事業成果（7.4）に分か

れます。 

プロセスの結果（7.1～7.3）では、方法のカテゴリー（1～6）の達成目標で記述した目

標に対する結果を記述します。 

事業成果（7.4）では、組織が目指す理想的な姿の実現状況と、変革のための戦略課題

の達成状況を、主として「社員からの評価結果」「顧客・市場からの評価結果」「財務の

結果」および「その他の結果」で表します。財務については、３期分の基本的財務指標は

別途提供されていますが、特に重視している経営指標や戦略の成果を示している指標につ

いては、申請書本文の中で結果の分析や解釈等を記述してください。 

結果のデータ・図表には、数値の変化や目標達成状況について、自組織としてどのよう

に解釈しているのかも記述してください。 

それぞれの結果同士は、単独で切り離された存在ではありません。プロセスの結果（7.1

～7.3）のそれぞれの結果同士が関連を持っているはずです。同時に、さまざまな活動の

総合的な結果として事業成果（7.4）とも密接な関連を持っているはずです。そのような

関連性を認識している場合はその解釈を記述してください。 

(2) 重要と判断される結果の情報・データを提示してください 

さまざまな活動のなかで、結果が生まれますが、手元にある情報・データを羅列すると

いうことではありません。組織プロフィールの記述内容や、方法のサブカテゴリー（1.1

～6.2）で述べられている目的実現にふさわしい方法の結果を示してください。 

限られたページで多くの結果を示すことは困難です。比較的優先度が低いと判断した結
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果については、現地審査の際にどのような結果データが提示できるのかを一覧で記述して

も構いません。それらについては現地審査の際に確認します。 

(3) 結果の時系列の傾向を提示してください（継続している戦略・戦術について） 

審査では、過去から現在に至る改善が着実に進んでいるかどうかを改善傾向として評価

します。傾向を評価するためのデータの期間については、活動の性質や取り組み開始時期

に応じて、推移を表すのに十分な期間の結果を提示することが必要です。日本経営品質賞

では3年以上の結果情報の提示を求めています。また、時系列データは等間隔の期間設定

のもとで測定し、提示することが原則となります。 

3年間の結果を示せばよいと、誤解しないでください。傾向を判断するためには最低３

年間のデータが必要というだけです。その傾向が長く続いているほど活動の有効性が証明

できます。 

(4) 目標達成状況や他の組織との比較等、比較情報とともに示してください 

審査では、結果の目標達成状況を評価します。組織プロフィールの変革のための戦略課

題や、方法のカテゴリー（１～６）の達成目標で記述した目標との対比で結果の達成状況

を示してください。時系列で示した結果の場合は、目標値や達成率の推移がわかるように

してください。 

また、目標値の客観性も評価の対象となります。比較目標は自組織の結果の状態に応じ

て適切なものを示してください。結果の状態が高まることによって自組織の認識も高まる

ため、比較する対象も競合企業、ベンチマーキング対象企業、世界のトップ企業などと、

より高次なものになっていきます。自組織の現状に適した比較情報との対比を示してくだ

さい。ただ漠然とした比較ではなく、競争力強化という視点で比較が行われることが重要

です。 

(5) グラフと表はなるべく一つにまとめ、要旨とともに表示してください 

グラフや表を活用し工夫することで、わかりやすく表現することが可能となります。部

門・分野・製品種別が多くても、グラフや表を用いてコンパクトに表現してください。グ

ラフや表には図表番号とタイトルをつけてください。 

下記のグラフ（図－１）は「納期順守率」の例です。このようなグラフを用いることで

結果データの意味を明確にかつ効果的に表すことができますので、この点も留意して記述

してください。また、示した結果に対して自組織としてどういう理解をしたか、比較対象

を超えるための課題認識はどのようなものか等、改善の状態がわかるようなコメントが必

要であれば付加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



                              Nagano Quality Award 2022 

26 

 

図－３：結果のグラフ（例） 

 

５．振り返りのカテゴリーの記述について 

(1) 活動と結果を振り返る上での基本的考え方を記述してください 

8.1（1）では、理想的な姿の実現と、変革のための戦略課題の達成を考慮して、方法の

サブカテゴリー（1.1～6.2）に記述した具体的な活動と、その結果（7.1～7.4）を振り返

るにあたっての基本的な考え方について記述してください。 

(2) 振り返りのプロセスを記述してください 

8.1(2)では、プロセスの結果 (7.1～7.3)から対応する方法 (1.1～6.2)を振り返るプロ

セスと、事業成果（7.4）から組織プロフィールで示した変革のための戦略課題を振り返

るプロセスを記述してください。事業成果の振り返りにあたっては、プロセスの振り返り

との関係性や、そこで明らかになった課題との関係性についても記述してください。加え

て、明らかになった課題を共有する方法についても記述してください。 

 

６．記述完了のレビュー 

記述を完了するに際してのレビューの目的は、自分たち自身が取り組んできた記述のプロ

セスの改善に向けた振り返りと、申請書全体の構成を確認することです。審査員という第三

者が読む際に読み物としてわかりやすいかという点と、自組織の経営革新の状態が適切に表

されているかという、2つの視点をもってレビューを行ってください。 

(1) レビューは改善・革新への意思固めです 

完成した申請書のレビューを行う意味は、今一度全体の内容を見直すことにより、自組

織の改善・革新の活動を振り返ることにあります。こうした振り返りを通じて経営幹部を

はじめとした組織全体のメンバーによる改善・革新に向けたコミットメントを得ることが

期待できます。 

(2) 全体の一貫性を確認してください 

50ページという限られたページ数の中で関連性のあるサブカテゴリー毎の記述に一貫

性があるかを確認してください。組織プロフィールにおける認識から理想的な姿を描き、

その実現にむけて各サブカテゴリーで行っている方法の記述が一貫しているか、また結果

からどのように学習し、次の課題につなげているかも含めて、確認してください。情報の

重複を避けるために、各カテゴリー間で相互参照がなされている場合は、その表示が行わ

れていることを確認してください。 

(3) 改善状況を確認してください 

組織の目指す「理想的な姿」の実現にむけて、改善・革新を行っている状態を適切に表

しているかを確認します。また、それが第三者にもわかるよう過去・現在・将来という時

間軸でストーリー性を持って示されているかどうか、確認してください。特に、組織プロ

フィールと各サブカテゴリーの方法、および結果の情報・データのつながりと整合性に注
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目して確認してください。改善の推移の状況がよくわかる全体構成となっているか、確認

してください。 

(4) 情報データの最終チェックを行ってください 

カテゴリー1～6（3をのぞく）で記述した達成目標の結果が、サブカテゴリー7.1から7.3

に適切に記載されているかどうかの最終チェックを行ってください。また、組織プロフィ

ールの「理想的な姿」「変革のための戦略課題」の実現状況としての結果が、サブカテゴ

リー7.4に適切に記載されているかについても、チェックを行ってください。 

(5) 最終校正 

以下の点については、審査員の理解に混乱をきたしますので、最終校正で確認してくだ

さい。 

・社内用語の不統一な使用（例 同じ会議体なのに、記述箇所によって異なる名称になっ

ているなど） 

・用語説明の無い社内用語、または社内でのみ通用している略称表記 

・暦年表記、決算年度表記、決算期表記の不統一な使用 

・相互参照先の間違い 

・図表番号の重複・欠落 

・図表中の小さすぎる文字 

 

７．その他 

(1) 申請単位が「企業内組織」や子会社の場合の注意点 

申請単位が「企業内組織」や子会社の場合には、どこまでを申請対象とするのかを明確

にしてください。全社的な方針および取り組みと、申請組織独自の取り組みをどのように

補完・整合させ、独自性をどう維持しているかにも留意してください。 

例えば、以下のようなものが考えられます。 

・全社または親会社の組織の目指す理想的な姿と、自組織の目指す理想的な姿・ビジョン

との関係 

・全社または親会社の戦略と、自組織のミッションや戦略課題との関係 

・全社または親会社の社会的責任の遂行、地域社会貢献活動などと、申請組織の役割と独

自の活動状況 

・本社の人事、総務、教育機能と、独自の活動で補っている部分 

・売上高、収益など「財務」結果が、「企業内組織」では数値把握されていない場合の、

経営判断を行うための代替指標 

・本社あるいは親会社が構築し、運営する制度や情報システムに対する、ユーザーサイド

としての対応 

・連結対象や持分子会社を含めるかどうか 
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(2) 継続的に申請される場合の注意点 

前回の申請が長野県知事賞受賞に結びつかなかった場合、再申請が可能です。その場合、

原則として、最新の申請書にもとづいた審査を行います。そのため、過去の審査時の指摘

に対する改善活動や結果を申請書に反映する場合には、その趣旨をわかりやすく記述して

ください。申請組織の審査に関わる継続性を十分考慮しなければならない場合には、過去

に経験したメンバーを入れた審査チーム編成を行う場合もあります。 

8. 経営デザイン認証記述について 

 （1）スタートアップ認証申請必要書類 

• 経営デザイン認証申請応募書（所定フォーマット） 

1.申請区分 2.組織/代表者/連絡先 3.概要(設立・収入・従業員数等) 

• 「これからの経営設計図」A3版 1枚（所定フォーマット） 

• 過去 3年間の財務に関する資料 A4版（所定フォーマット） 

• 組織図（部門・責任者・所属人数等） 

• 顧客満足度調査・社員満足度調査（任意、直近 3年間まで） 

• 上記を裏付ける補足説明資料（必要に応じて提出） 
 

（２）ランクアップ認証申請必要書類 

• 経営デザイン認証申請応募書（所定フォーマット） 

1.申請区分 2.組織/代表者/連絡先 3.概要(設立・収入・従業員数等) 

• 「経営の設計図サマリー」A3版 1枚（所定フォーマット） 

• 「経営の設計図」A4版 10枚（所定フォーマット） 

• 過去 3年間の財務に関する資料（所定フォーマット） 

• 組織図（部門・責任者・所属人数等） 

• 顧客満足度調査・社員満足度調査（任意、直近３年間まで） 

• 上記を裏付ける補足説明資料（必要に応じて提出） 
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【２０２２年度版 長野県経営品質賞「長野県らしさ評価項目・基準」】 

１．長野県らしさの申請については、A コースは必須、C コースは任意です。 

２．長野県らしさの記入については、長野県経営品質協議会の推進員がご説明にお伺いいた

します。 

３．長野県らしさの評価は、「しあわせ信州創造プラン２．０ ～学びと自治の力で拓く新

時代～ 長野県総合５か年計画」をベースに考えています。 

「しあわせ信州創造プラン２．０長野県総合５か年計画」には次の６つの重点政策（チャレ

ンジプロジェクト）、１０の地域計画があります。 

重点政策１ 【学びの県づくり】 

  子どもから大人まですべての県民が主体的に学び、個々の持つ能力を社会の中で発揮し

ている「学びの県」をめざします。 

（１） 生きる力と創造性を育む教育の推進 

変化の激しい時代をたくましく生きていく力と、個性を発揮し活躍できる創造性を育

むため、子どもたちの教育環境を整備する取り組み。 

（２） 地域とともに取り組む楽しい学校づくり 

学校・家庭・地域の連携・協働により、すべての子どもが楽しく前向きに学校生活を

送ることができる環境づくりを進める取り組み 

（３） 高等教育の振興による知の拠点づくり 

県内の高等教育の魅力向上と地域の知の拠点として、高等教育機関が持つ資源を活か

した地域づくりを推進する取り組み。 

（４）生涯を通じて学べる環境の整備 

誰もが生涯にわたって学ぶ楽しみ・喜びを感じ、変化の大きな時代を生き抜く創造力

を身に付ける主体的な学びを支援する取り組み。 

重点政策２ 【産業の生産性が高い県づくり】 

  時代の変化に柔軟に対応する産業が持続的に発展し、地域の活力を生み、県民の生活を

支えている「産業の生産性が高い県」をめざします。 

（１） 革新力に富んだ産業の創出・育成 

急速な技術革新などの時代の変化を活かして県内産業の「稼ぐ力」を高め、持続的な

経済成長と安定した雇用を確保する事業展開 

（２） 地域内経済循環の促進 

地域外から獲得した資金を地域内で循環させることで、地域に雇用と所得を持続的に

生み出す自立的な経済構造を構築する事業展開 

（３） 海外との未来志向の連携 

海外有望市場への展開や、国際社会との互恵関係の構築を強化する事業展開 

（４） 収益性と創造性の高い農林業の推進 

長野県経済の基盤として持続的に発展できる農林業を構築する事業展開 

（５） 地域に根差した産業の振興 

サービス産業、伝統的工芸品産業、建設産業など、地域に根差し、身近な暮らしを支

える産業の活力を高める事業展開 

（６） 郷学郷就の産業人材育成・確保 

構造的な人材不足を解消し、様々な産業分野が必要とする人材を育成・確保する事業
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展開 

重点政策３ 【人をひきつける快適な県づくり】 

自然・文化と利便性をあわせもつ質の高い生活を送り、国内外と活発に交流しながら

人生を楽しめる「人をひきつける快適な県」をめざします。 

（１）信州と関わりを持つ「つながり人口」の拡大 

移住とあわせ、多用な「つながり」を求める人材を増やし、地域の活性化を進める取

り組み 

（２）世界を魅了するしあわせ観光地域づくり 

豊かな自然環境や個性ある歴史・伝統文化などの地域資源を活かし交流人口を拡大す

る取り組み 

（３）心豊かな暮らしを実現する文化芸術の振興 

誰もが生涯にわたって文化芸術に親しむことができる環境づくりを進める取り組み。 

（４）２０２７年国民体育大会 全国障害者スポーツ大会に向けたスポーツ振興 

県民の多くがスポーツに親しみ、大会後にもつながるスポーツレガシーを創造する取

り組み。 

（５）市街地の活性化と快適な生活空間の創造 

地域の強みや特色を活かしてまちの賑わいを創出し、誰もが快適で暮らしやすいまち

づくりを進める取り組み。 

（６）中山間地域での暮らしの価値の再発見 

中山間地域で営まれてきたクリエイティブな暮らしを再認識し、そこに新たな価値を

導入し豊かさと創造性を持つ最先端の生き方が実現できる地域づくりを進める取り

組み。 

（７）先端技術の積極的な活用・導入 

次々と実用化される先端技術を暮らしや、産業などに最大限活用する取り組み。 

（８）生活を支える地域交通の確保 

公共交通網の確保や道路網の整備により持続可能で快適な交通環境を確保する取り

組み。 

（９）本州中央部広域交流圏の形成 

高速交通網の充実を活かして交流を拡大し、快適な暮らしと県内経済の発展を支える

取り組み。 

重点政策４ 【いのちを守り育む県づくり】 

自らの健康と豊かな自然環境を守り、安心できる暮らしを次世代に継承している「い

のちを守り育む県」をめざします。 

（１）県土の強靱化 

各種災害による被害を最小限に抑え、県民の生命と財産を守取り組み。 

（２）ライフステージに応じた健康づくりの支援 

県がリーダーシップを発揮し、オール信州で県民の健康づくりを進める取り組み。 

（３）医療・介護提供体制の充実 

誰もが安心して適切な医療・介護サービスを受けられる地域づくりを進める取り組み。 

（４）生命・生活リスクの軽減 

自殺、交通事故、山岳遭難、食の安全、特殊詐欺など、様々なリスクを最小化し、県

民が安心して生活できる環境を整備する取り組み。 
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（５）地球環境への貢献 

パートナーシップにより、豊かな自然環境を保全するとともに、環境負荷の少ない社

会づくりを推進し、地球環境の保全に貢献する取り組み。 

重点政策５ 【誰にでも居場所と出番がある県づくり】 

誰もが等しく社会からその存在と役割を認められ、自ら可能性に挑戦し、自分らしく

生きている「誰にでも居場所と出番がある県」をめざします。 

（１） 多様性を尊重する共生社会づくり 

県民が互いを尊重しつつ支え合うことで、誰もがいきいきと暮らし、能力を最大限に

発揮できる社会に貢献する取り組み。 

（２） 女性が輝く社会づくり 

男女の固定的な性別役割分担意識を解消し、女性が自らの意志に基づいて、個性や能

力を十分に発揮できる社会づくりに貢献する取り組み。 

（３） 人生二毛作社会の実現 

シニア世代が培ってきた豊富な知識や経験を活かして、これまで以上に地域社会の一

員として活躍できる社会を構築に貢献する取り組み。 

（４） 若者のライフデザインの希望実現 

若い世代が、結婚や子育ての希望を実現し、安心して子育てを楽しむことができる「み

んなで支える子育て安心県」の構築に貢献する取り組み。 

（５） 子ども・若者が夢を持てる社会づくり 

生まれ育った家庭の環境にかかわらず、すべての子どもが自信の能力を発揮し、夢や

希望の実現に向けて挑戦できる社会の構築に貢献する取り組み。 

重点政策６ 【自治の力みなぎる県づくり】 

多用な主体が協働しながら地域の課題解決に自ら取り組み、県全体の魅力を高めてい

る「自治の力みなぎる県」をめざします。 

（１） 個性豊かな地域づくりの推進 

市町村や住民による課題解決への主体的な取組を支援し、地域の活力の維持に貢献す

る取り組み。 

（２） 信州ブランド力向上と発信 

足元の価値の掘り起こしや魅力の磨き上げを進めるとともに、「しあわせ信州」を県

内外に発信して信州ブランド力を高める取り組み。 

（３） 地域振興局を核とした地域課題の解決 

地域振興局長は、地域課題や県民ニーズを的確に把握し、スピード感を持って主体

的・積極的に課題解決に貢献する取り組み。 

自由記述 

（１）～しあわせ信州創造プラン～ に向けて自社の活動 

 

申請企業には、これら６つ重点施策及び自由記述から最大１０項目を選定し、記述しても

らいます。評価は各項目１０点を上限とします。全てが満点であれば１００点となります。 

 なお、県が推進する各プロジェクトの内容等につきましては、後述の資料をご覧いただく

か、県ホームページをご覧下さい。 

https://www.pref.nagano.lg.jp/kikaku/kensei/soshiki/shingikai/ichiran/sogokeikaku/keik

akuan.html 
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記述される項目は次のケースが考えられます。 

（１）県などの施策を機能として取り込んでいる。 

（例）県が行う研修に定期的に参加する。 

（２）県などの施策を事業として行っている。 

（例）森林整備事業を主要事業として行っている。 

（３）県などの施策を社会貢献の一環として行っている。 

（例）万一の災害があったとき、体育館などを防災拠点として貸出しをする契約 

   がある。 

（４）県などの施策を従業員がボランティアで行っている。 

（例）地域の清掃活動を従業員が毎週時間外に行っている。 

※なお、記述される活動が、県等に表彰などで評価された、多くの企業・団体にベンチマー

キング（見本として評価）されたなどの実績がある場合は、記載をお願いします。 

 

配点については継続的に行われ、成果の出ているものが高く、やってみたがうまくいかな

かった、やり始めた、計画中の順に低くなります。 

配 点 内 容 

１０ ３年以上継続しており、毎年見直しがされている 

９ 継続して実施されている 

８ 計画を実施、計画通りの成果が上がっている 

７ 計画を実施、一部成果が上がっており、修正計画が立て

られている 

６ 計画を実施、成果はまだであるが課題を認識、修正計画
が立てられている 

５ 計画を実施に移した 

４ 計画を試行している 

３ 計画を試行準備している 

２ 計画を評価し選択した 

１ 計画を立案した 

 

３．加点項目 

（１）県の推奨する認定認証等の取得や取り組み等への加点について 

上記とは別に、イクボス・あったかボス宣言や消防団協力事業所表示制度に基づく認定、

くるみん、えるぼし、ユースエール、安全衛生優良企業等の取得等について１つにつき、

２点加点します。加点については、最高１０点といたします。 

（２）長野県ＳＤＧｓ推進企業登録制度・登録企業への加点について 

  上記とは別に、長野県ＳＤＧｓ登録企業への加点は５点とします。 

※この加点を評価基準にプラスして１００点を超える場合は、長野県らしさの評価は１００

点とします。 
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【書式 1】 

２０２２年度 

長野県経営品質賞 「申請応募書(資格確認書)」 

 

Ⅰ.資格について                        2022年 月 日 

第１項 申請組織名 

 

 

 

 

第２項 過去の申請実績 

これまで、日本経営品質賞、長野県経営品質賞に申請された場合は、その内容をお書きく

ださい。 

 

 

 

第３項 組織の代表者 

代表者の氏名、役職、電話番号、FAX番号、E-mailアドレスを記述してください。 

役 職 名： 

代表者氏名： 

電話番号：           F A X番 号： 

E-mailアドレス： 

 

(1)代表者として申請組織が目指している方向を示してください。 

 

 

 

(2)代表者として、今回の応募理由を簡潔に記述してください 

 

 

 

 

 

組 織 名： 

      〒   －     

所 在 地： 

HPアドレス： 

□申請実績あり        □申請実績なし 

申請実績のある場合  
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第４項 申請組織の事業特性について 

(1)2022年度「資格確認書」提出時の社員数（パート・契約社員含む）、社員の国内比率、

提供・販売する製品・サービスに携わる部門の事業所、販売拠点その他の事業所数を示して

ください。 

社員数(パート・契約社員含む)： 

販売拠点数： 

その他事業所数： 

社員の国内比率： 

全事業所数： 

 

(2)直近の会計年度上の売上高・経常利益を記述してください。 

会計年度              決算月 

売上高               経常利益 

 

(3)申請組織の事業を理解するため①経営の特徴、②製品・サービスの特徴、③社員教育

の特徴を示してください。 

①経営の特徴 

 

 

 

 

 

②生産する製品、または提供する商品・サービスの特徴 

 

 

 

 

 

③社員教育の特徴 

 

 

 

 

※申請組織の最新の会社・組織案内を資料として１部ご送付ください 
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第５項 自己評価(セルフアセスメント)に関する事項 

(1)セルフアセスメントに取り組むようになった背景を簡単に示してください 

 

 

 

 

 

(2)セルフアセスメントをどの様に実践し、どの様な効果が出ていると感じていますか 

 

 

 

 

 

(3)外部機関の支援サービスを受けている場合はその内容を示してください 

 

 

 

 

 

 

 

第６項 協力会社(ビジネスパートナー)と販売・サービス網 

(1)取引のある協力会社(ビジネスパートナー)の数と形態を記述してください。 

 

 

 

 

(2)外部組織に製造・販売・サービス等を委託している場合、その数と形態を記述してく

ださい。 
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第７項 事業所一覧と生産する製品、または提供する商品・サービスの説明 

(1)海外事業拠点を含めて、事業拠点と所在地を記述してください。 

 

 

 

 

(2)各事業拠点の社員比率を記述してください。 

 

 

 

 

(3)各事業拠点の生産品の全売上に対する概算比率を示してください。 

 

 

 

 

(4)各事業拠点が生産する製品、または提供する商品・サービスの概要を記述してくださ

い。 

 

 

 

 

Ⅱ．資格制限について 

第８項 企業内組織(子会社を含む)での申請 

申請組織が企業内組織(子会杜を含む)の場合、(1)～(3)まですべて回答してください。 

企業内組織(子会杜を含む)でない場合は、第９項へ進んでください。 

 

(1)申請組織は、３年以上存在していますか。３年未満であれば、簡単に経緯を説明して

ください。 

 

 

 

 

 

(2)本社や親会社名など組織全体の名称、住所、最高責任者名と役職を記述してください。

また、本社や親会社傘下の子会社を含めた全世界の社員(組織員)数、直近の会計年度 

上の売上高など組織の規模のわかる数値を記述してください。その際に共同企業体(ジ

ョイントベンチャー)企業は含めません。 
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(3)業務補助(ビジネス･サポート)専門事業部かどうかを､該当欄にチェックしてください。 

□ はい                □ いいえ 

※親会杜と申請しようとする子会杜の関係が示された年次報告書などの簡単な書類を資

料として最後に添付してください。更に組織図と本社や親会社との経営関係を簡潔に示

してください。 

 

Ⅲ．業界理解のために 

第９項 業界を理解するための推薦図書 

審査を的確に行うために申請組織を取り巻く環境や業界を理解するための推薦図書や論

文等を２点までご紹介ください。書名、著者名、出版社、発行年月日、価格を記述してくだ

さい。 

 

(1) 

 

 

(2) 

 

 

Ⅳ．問い合わせ先について 

第10項 申請応募書(資格確認書)の内容に関する問い合わせ先 

申請応募書(資格確認書)の内容に関する問い合わせ先の氏名、所属、役職、所在地、電話

番号、ＦＡＸ番号、E-mailアドレスを記述してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏  名： 

役  職： 

所 在 地：〒 

電話番号： 

FAX番号： 

E-mail： 
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※以下には記入しないでください※ 

 

 

 

2022年度 

長 野 県 経 営 品 質 賞 

～資格確認結果～ 

 

 

資格確認の結果は次の通りです。 

 

 

次の区分で申請資格が認められました。 

 

□ 長野県経営品質賞 

 

□ 残念ながら今回は有資格とみとめられませんでした。 

 <理由> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年度審査における貴組織のコード番号は次の通りです。 

 

 

 

→「申請書」の表紙には、貴組織名ではなく上記のコード番号のみを記載してく

ださい。 

 

 

 

【書式 2】 
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２０２２年度 

長野県経営品質賞 「経営デザイン申請応募書」 

 

Ⅰ.2022年度長野県経営品質「経営デザイン」申請        2022年 月 日 

     スタートアップ認証    ランクアップ認証  何れかに〇をしてください 

第１項 申請組織名 

 

 

 

 

第２項 組織の代表者 

代表者の氏名、役職、電話番号、FAX番号、E-mailアドレスを記述してください。 

役 職 名： 

代表者氏名： 

電話番号：           F A X番 号： 

E-mailアドレス： 

 

(1)代表者として申請組織が目指している方向を示してください。 

 

 

 

(2)代表者として、今回の応募理由を簡潔に記述してください 

 

 

 

第３項 申請組織の事業特性について 

(1)2022年度「資格確認書」提出時の社員数（パート・契約社員含む）、社員の国内比率、

提供・販売する製品・サービスに携わる部門の事業所、販売拠点その他の事業所数を示

してください。 

社員数(パート・契約社員含む)： 

販売拠点数： 

その他事業所数： 

組 織 名： 

      〒   －     

所 在 地： 

HPアドレス： 
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社員の国内比率： 

全事業所数： 

 

(2)直近の会計年度上の売上高・経常利益を記述してください。 

会計年度              決算月 

売上高               経常利益 

 

(3)申請組織の事業を理解するため①経営の特徴、②製品・サービスの特徴、③社員教育

の特徴を示してください。 

①経営の特徴 

 

 

 

 

 

②生産する製品、または提供する商品・サービスの特徴 

 

 

 

 

 

③社員教育の特徴 

 

 

 

 

 

※申請組織の最新の会社・組織案内を資料として１部ご送付ください 
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※以下には記入しないでください※ 

 

 

 

2022年度 

長 野 県 経 営 品 質 賞 

経営デザイン認証 

～資格確認結果～ 

 

 

資格確認の結果は次の通りです。 

 

 

次の区分で申請資格が認められました。 

 

□ 長野県経営品質賞  経営デザイン  

     スタートアップ認証     

 

グレードアップ認証      

   

□ 残念ながら今回は有資格とみとめられませんでした。 

 <理由> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年度審査における貴組織のコード番号は次の通りです。 

 

 

 

→「申請書」の表紙には、貴組織名ではなく上記のコード番号のみを記載してく

ださい。 
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＜問い合わせ先＞ 

 

 

 

長野県経営品質協議会事務局 

 

〒380-0936  長野市中御所岡田131-10 長野県中小企業会館4Ｆ 

長野県中小企業団体中央会内 

ＴＥＬ     ０２６－２２８－１１７１ 

ＦＡＸ     ０２６－２２８－１１８４ 

ホームページ： http://www.alps.or.jp/e-keiei/ 

メールアドレス： e-keiei@alps.or.jp 
 

 

 

なお、本申請説明書(ガイドブック)は、下記のガイドブックを抜粋または参照にさせてい

ただいております。 

 

「2021年度 日本経営品質賞 申請ガイドブック」 

日本経営品質賞委員会発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年度 長野県経営品質賞申請ガイドブック 

 

2022年6月                      発行 長野県経営品質協議会 

                        長野市中御所岡田131-10 

 


